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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・島　龍太郎様～本日14:00療養環境変更目的にて西病棟Aユニットへ移動となる。
・佐藤　ミツ子様～食事摂取困難、拒否抵抗強い事主治医へ報告。点滴2本（点滴施行中拘束可）の指示あり。11月18日まで。
・中村 留理子様～本日昼より常食(ハーフ食) 常菜　朝のみパン
メイバランスミニ(1-2-1)　で提供となる。
・岡村　トミ様～下腿～足背部浮腫あるが軽減傾向、食事も摂取出来るようになっている為、点滴は本日をもって終了。ツムラ五苓散は11月17日昼まで継続処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。スタッフの隙をみて他室侵入繰り返す為、早めに開放観察終了としている。自傷行為はない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～身体拘束中。朝食提供するが不食。対面時穏やかで礼節保たれているが、主治医への要望の聞き取り時には処遇に関して不満訴えている。拘束部位の循環障害等なし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の開放観察。開放中、気の合う他者と交流見られており、不穏さや衝動行為はない。痙攣発作なし。引き続き早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
・豊川　葵様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施している。開放中、気の合う他者と交流見られており、不穏さや衝動行為はない。スタッフ対応も穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・中島　智恵子様～上肢拘束中。各食数口のみ摂取。点滴と経管栄養を実施し、トラブルはなし。活気無く冴えない表情が続いている。
＜要注目患者様情報＞
・寺地　徳和様～各食ほぼ全量摂取している。腹部膨満著明に見られ両下腿、両足背の浮腫も見られているが苦痛の訴えはなし。
・平栗　城志様～朝食むせ込みなく全量摂取。食後居眠り見られ、放歌等の迷惑行為はない。
・佐藤　ミツ子様～朝食拒食し、内服も粉砕で対応するが拒否強い。
＜金Dr.診察情報＞
・藪　真弓様～症状安定しているため、身体拘束解除となる。作業療法希望あり、明日より開始予定。臨時薬変更ないが、アドエア1キット追加処方となる。
・豊川　葵様～症状安定しているため、診察後より終日隔離解除となる。大部屋空きない為、個室対応。今後について話し合うため、面談を予定していく。
・豊川　登美枝様～臨時薬変更なし。左大腿部痛軽減あるが、持続しているため、ハップスター継続処方となる。11/22(日)退院予定。
・今　ミエ様～状態安定してる為、南病棟への移動を検討していく。
・東野　愛様～11/10ゼプリオン水懸筋注１００ｍｇシリンジ施行予定。本人より退院を含めた面談希望あり、今月中に実施する事となる。父様へ連絡。日程決まり次第連絡来る予定。
